
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

o

　昭和 29 年 （玉954｝9 月　　　　　　入体寄生虫を除 い た寄 生 虫　　　　　　　
tt
　　　　　　　

315

す る 謙 が多 醗 表 され た が ，醐 獲 得 の 臆 瀕 髏 嫌 畷 蹴 琲 罷1こ 苦心 し 幾 度 磁 棄 を薦 鵬

囀 士 の 鞭 で 鰥 切 黻 け た Le5 ：． られ
・
（い た が ・札 幌 に 鞭 と し て 転出 し て 以 維 富鰯 料 を得 て一

段 と齷 し 遡 ・ ヤ ・ メ ウ ナ ギ 醗 生 学 ・囀 嚇 と して認め られ る1−Z 至 つ た・ 7・購 鐸 生 の 大儒 ユ922

年 1。 Z。。1。gi。ch 。 」。h・bU ・h ・ ・ に 黻 し た 264 頁 1項 る ヤ ・ メ ウ ナ ギ の 贈 系統 の 発生 の 論文 で あ る ・

刈 賻 士 の 業績 の t、ff
’
・
’
，綱 哲 夫“よ ・928 乳 H … wi ・ の 後 縮 の 当時 7・ 才 を醗 硝 名 な 難 学

X・
　 K 。 ib。 1 。）認 可 を 得，入所醺 鐸 の 離 つ た伯赫 の An ・t・ miscb −bi・1・gische ・ ln ・tituU こ 幌 迎 へ

られ ，
ヤ ツ ・ の 前 腎発 生 の 確 を完 剛

一
る こ とが 出来 ・箕作 ・2佃 両 t｝一生 1こ感謝 し歓 第 で あ る ・

八 f囀 ± の 時 僻 な つ て か ら 鱈 国 の 窄灘 鋤 発生等 の 研究訛 施 の 磯 と 同 様鋤 学 の
一頒 と し て

軌道 に 乗 つ て 来 た に 嬾 明 “±
・
・ 39 年 （・e・6｝ に は 鰯 啓 瞠 の 鋤 発生 学躪 す る 謎 囃 麟 生 学 が 出

版 諌 ．医学方 面 で 瀬 剖 学 関係 者 が ，雛 動 齢 器犠 密 こ関 して 多 くの 論文を鏃 礁 み た ・ 鯨 大学

の 大沢猷 良囀 士 を初 め と し そ の 灘 ・を 汲 ん だ 入 々 が 臟 し 岡山医大 の 敷波重 搬 囀 士 瀬 潟医大 の 工

箔 安 博士 涼 鰍 学 の ・」・川 睦 之助 博士 等 妃 の 方面 簾 記す べ 醗 生 学者 で 1 大 瀟 士 の 胎 生 学 以来 近 年

の 池田溝 鷂 博 ．ヒ及 び津崎博士 の 入偶溌 生 学等多 くの 発生序書 の 出版があ る ・

　八 囀 士 に 関係深か つ た ， 幽 梅 博 士 ，鮒 益太 鱒 士 等札 幌 雄 当時 尠 ソ シ ・

．
ウ ウ オ を騰 と し て

難 学 の 指 導 を 受 け て い た か ら 、初 間灘 な 影響 誇 離 も≡量つ て V ・る 腮 隙 る ・ 入 購 士 ：xyv 「wa±

以 来 の 難 学 の 確 様式 を 以 つ て 犬 鮪 夫 を購 驥 諏 た が ・躯 られ た テ ーマ は や 胸 爬嬾 の 難 学

で あつ て ，勿論 こ れ ま で 諺 くの ts3Z±・k． つ た陶 らず材 縅 勦 困黝 も ・ 特に 初羅 生 乱こ つ い て 多 くの

’
磯 上 の 予簾 糊 醜 つ た か ら で

， そ の た雖 生 す る カ ラ ・ ト ト カ ゲを選 ん だ の で あ る ・ 樺太に 泌 こ と

幾嵐 透 ケ 年 に し て 漸 く充分 な騰 を整 へ 研 究を遂行 す る 二 と が獣 た ・

　 W 三ll，　sem 。n ，
　 S 。 。a 。 i・ ，　B … r 等 が 材料 嘆 集 に 海外 y一渡 f，・．雛 博士 研 囀 土 もそ の 研究は 悉 く壯

年期 に な され た も の で ，そ の 業績に体 力 と 努 力 の 結晶で あ る 。 （犬飼哲夫）。

人 体 寄生 虫 を除 い た寄 生 虫　一般動物を宿主 とす る嵜生 虫 の 研究 史 を分 担執筆す る翦 こ な り ま し

た が ， 寄 生 蜘 ま融 類 線虫類 ， 寄 生 性猿生動物 （人 f幡 生 虫を除 い た）enzalC限 り ま した ・

研 究 の 蹴 見 ま す と，研究 開始以来分 類形態に 関す 篠 輸 磯 に 多 くの 年 月 力斗か か 幌 ね こ 緬 し て 辛

島 麟 が獣米砒 ぺ て LMi・fu為 1こ P・i。・i・y に 関 し て 1ま非常1坏 利 な 立 場 に 陷つ た・然 しそ 嚇 こ あつ て

爾多 くの 重要 な研 究 が 遂げ られ た 。 殊 に 吸虫 ， 条 虫，胞 予虫類に 於 て 斯学 の 進蒙に 寄与 し た 成呆 が 挙 げ ら れ

た ．今や 我が 国産種 の 誰査 も‘繋 紗 フ， 整 麟 に 入 り潮 究 i・il・実 瞰 勺・蟹 瞠 的 ・生 理 的方湎に 進 み DN

，．
tL

。

吸 蝉 組織立 つ 煽 究 伍 歸 太 臨 ・賭 寄 生 xm ・ タ ゴ ム シ Dip／・ r・・ n ・ ・ ipP・’畑 助 艘 （189・　°）

1こ 始ま る 。 氏 の
・E ・t・P・… it三・ T ・em ・t・d … f 」・P … （・894 ｝雌 1・ 入 1綴 齢 が つ 姓 の で tsa　Ot＝ も

有名 で あ る ．
Monogenea の 研 究 は i菊地一．石井信太 郎 等 に よ つ て 継 承 さ れ，山 口 左 伸 に よ つ て 大 成 さ れ た 。

、9、3 年 慧 朗 に 龍 た手陛 の 単敵 吸 鱒 ∋ 科 38 属 ・13 種薩 t・淑 蜘 ・9・3 に 上 る）調 鵡 は

ta 。fe ピ s　ca 皿a ユ の h ・ m ・ 1・ gy に 関 して
一学 説を 建 て た （1894）。

内部寄 生 吸虫 の M 究 は 妹誘 実 （獅 5）， 小赫晴治郎 （三9・  ）・吉 顳 雄 （1黝 等 の 諏 に よつ て開始 ざ

れ た 。 蛙〜こ 寄 生 す る 吸蜘 緋 鼠 吉 di，　 r2崎佳正 ，山 囀 に よ つ て 本 邦 の もの が 明 塗 り・髦の 鸚 史 も

9P ， 岡灘 洋 等 tこ よつ て 研究 ざれ た 。 楯 吸虫 ：
・31j…肘 多実二 （19・5｝・ 正 垣 幸男・守 屋 SW太等 ｝こ よつ 醐 究 さ

れ た 。 蜘 吸虫類 は 駢 玉 夫 ｝＝ よつ て 精細 1こ 研究 され ・ 氏は ？・・amphi ・t。m ・ id・・ に Opistr．° lebetidae

と Op 玉。th 。P。，tdae の 新科 を設 け た （1924 ）。 森 田薫 ｛1924 ）は Φ ・♂・・… 如 一 騨 ・ ・C ・・　di・t・ n ’at ・ m の

艘 ，こ 於 て 腹蜷 の 原基 を 認 め q卿 ’… 1  は 二 口 虫か ら 由来 した もの で あ る事 を明 に し 所謂蜘 吸虫

類 は 多系系統 の 群 で あ る と唱
ザ

＼ た っ

　ユ925 年有肛吸 虫 Opecoe〜U5 が 尾崎 f：L正 i； よ つ て 初 め て 発見 され ， ］928 年 〔）pes・aster ，　Anisepertisが追

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23 〕
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誌 第 63 象…・第 8。9 号

加 さ れ て OP ・CQelid ・ e が 創設 され た ・
2 偲 の 肛門 を持つ た DiPl・ crc ・・t・di・t・〃 に 似た Bianutn （− D 納

一

P・ nts ） が更 らに 見 ti｝さ れ Dip ｝・c・  t・ e ｛dae が つ く ら牙した （尾 崎 ユ928）。 此等鮪 肛吸虫は 山 口 氏 に よ つ

　て 更 らに 追加 され た 。 渦 虫の 捧 揚類 の 消化管 に よ く似 た腸を持 つ た ， 従 つ て 吸虫 と渦 虫 との か け嬌をなす も

の と認 め られ る腹 暇 虫翻 羅 埼 ｛1924，28）に よ つ て 概 究 され ， 山 nl こ よ つ て 更 ら に 追 加 され た 。
　P ・ ，am −

pbi・t・m ・ の 淋巴管繭 井 （・929）・ 尾 崎 （1935．5・）に よ つ て 研 …艇 れ た． 尾 崎 （1937）は H 螺 。ρ，“ 。 ，

　C］y ］iauchenidae・〈）pistholebetidae の 吸虫 を 比 較研 究 し て ， 淋巴管 の 有無 よ り し て　Gyliauchenidae と

0 ρi・th・1・ b ・ tid ・ e を分 ち，　 P ・ ・amphi ・t。m ・ ide・ は 多系系統 の 群 で あ る こ と を 明 に した 。
　 Didym 。 ze ・ ni −

　dae は 岡田 要 ，石井 儒 太郎，山 口 左 仲 に よ つ て 研究 され多 くの 種 が 明 に ざ れた 。 湖 岸病 は鳥類 に 寄 生 す る 住

血 吸虫 の Cercari ・ に 原因す る事 力く田 部 浩に よつ て PAIこ さ れた 。

　　淋水 魚 に 寄 生 す る M ・ t・ ・ e ・ ca ・ia の 研 究 嵐 人 体 寄生 ・融 の 発 育史 ・・）研 究 に 端 を発 した もの で あ る が ，9ft
k と一般 吸 虫 の 劉 鮫 の 研究 に 発展 した 。 淡水魚 の Metacerca ・ia は 桂 田 冨 土 郎 ，樹 腱 ，4・淋 晴治郎 ， 長

各 川 恒 治 ，高 橋 昌 造 ，山 口 左 f中等に よ つ て そ の 形 態或は 発育史が 研 究 され た 。
Strigeata の も の を 主 な材料 と

して Metace 「ca 「i・ 及び C ・rca ・韮・ の 精紬 な 研 究 が ・ 脚 こ 排 itK系 の 購造 及 び そ の 発育 が 小宮糞孝 （・938，　 5王
，

52）に よ つ て 究め られ 鵡 半翻 く魚 の 包嚢虫及 そ の 発育史は恩 IUI・｛　va，西 尾恒臨 勝 rl勘 夫，浅 π傾 一，尾
形 蔭冶等 に よつ て 研 究 さ れ島 海産魚 の A｛・ t・ ・ e ・cari ・ は 山 口 左 仲1こ よ つ 珊 究 され 島 更 らに 胞嚢仔虫

は 蜊鮎 水簍昆 虫，甲 殻類 等 に 附着 せ る もの が 見 出 ざれ ， 其等 の 発育実験 が 行 なわれ た ，

　 Cercaria の 研究 も人f嬬 生 虫の もの か ら遂 に は 一
般 Cerca ・1・ の 研 究 に 進 む に 至 つ た 。 小林 吉 N ，錦

織正 鮭 ， 森 下 及 び 土 持 、 宮入鰹 之助 殴び鈴木稔，高橋 昌造 ，稲 臣 成一，小宮義孝，横川定雄 ，山 下 吹 郎 ， 尾 崎佳

m 山 口 左 f屯 伊識搬 囀 の 研 究 が あ る 。 か つ て 小林晴亥郎 （1922＞．
Faust （1924｝に よ つ て 邦産 C 。。ca ．三。

の 整 理 が 試 み られた事 もあ つ かが，ま だ 研究 の 余 地 力：多 い 。
Miracldium に 就 て は 鈴木 稔 ，渡辺 真澄，霞 口

左 1中，尾綺佳正 ．安 羅岡
一

男等 の 研 究 が あ る D 唾虫 の 核染 色体 は池 田 嘉平 及 び牧野 佐二 郎 〔1936）に よ つ て

日本住 血吸虫 の ・ff内収 （ユ936）に よ つ て P ・1：・，・t・ ma 　i・・t・gL・rritnzi 〃 ・ の 牛 殖細 胞が 研究 さ れた 。

　 邦産吸 虫の faunistic な調査は 肉 口 左仲に よ つ て あ ます所な く調査 され， そ の 戸籍調 査 は 完成に 近 づ い

た もの の 様 で あ る 。 氏 の 調 査研究 は 主 と し て St・ di・・ 。n　the 　H ・lmi ・ th　 F ・una ・f　 J・p・n の 題
一
n ＝rk

やら れ て 発表 され た ・ 齔 の 中にに次 に 記す条 虱 線虫．鉤 弱虫 も含 まれ て い る ． tN で は P ・・t　 49 （1952 ）
が 発表 され た頃 ま で の もの を採録 した っ そ れ に よ る と氏 ガ 記載 した 吸虫 の 種 は 重複 し て い る もの も あ る が

802 種 に 達 し・内斬種 358
・
・新 翌種 IUO ，新属 88

， 新 亞属 5，覇 科 6 を数え る。

　条虫類　日本 に 於け る 条 虫学 の 姑祖 は 飯島魁f
一
氏 の 記載 に な る SPa〃

’
ganrtm 　pt’otr：fTerumは有名 で あ る 。 ．

此 の 洗 れ を 酌 ん で 乙13鐸如 が よ く我国 に 於 て 醸 究 され た D 入休か ら 見 出ざれ た Ligtt／a 〃 iansoni ｛ま山 田 司

郎 （19エ6〕に よ つ て母虫が 得 られ 跼 ・’〜而 ・吻 櫨 ・ ・〃 ansorti と呼 （，ttittt。 蛙，蛇 犬 ，猫 ．鼬 ’、イ s ナ

等 の 動 物 か ら 発見 され た ∬’iguia は奥村多忠 ，吉 涓 貞雌 ， 岩 田 正 俊，安 藤亮 其 地 に よ つ て 研 究 ざ れ た 。 奥討

（1919 ）は娃 に 寄 生 す る Ligula の 母 虫 を 犬 に て 得 ，更 ら に 第 一中 聞宿主 が （］b’cieps て あ る こ と を確 め た

（19 ユ9）。 各種動物の Ligttla は 多 くの 人 に よつ て 発育実験 が試み ら れ た 。 鷽 られ た 母 虫 の 同定 に つ い て は諸
家説 を異 に し た っ 小林，奚村は D ．decif）iens と 同定 し，　 Faust，　Campbel1 ＆ Ke ］logg （1929）は 6 種 に

区別 し たが ・吉 田 氏 そ の
L 派 の 眉 田正 唆 〔1933，34）は 人 及 び蛙其 飽 の 戴物 の Li．qiia を す べ て D ．　erinacei

I 種 で あ る と し た．、

分 類 学的磯 ミ礁 郁 偵 蠣 の 鶏 蹂 虫 ｛1嬲 … ）・ 鱗 の 条 虫 ｛蝋 ，ユ4」 7）充騰 （・927〕の Car
」
j
。
．

p一ノ弓・〃ごieu ．s，岩田 正 俊 及 び松 田鎭鮭 〔］925 ｝ の OPhiot‘tenia
， 五 島清太郎及 び 石井 信太郎 の A ，nphilina ，山 田

浅 田 及 び宮 田 の 縮 小条 虫 ， 沢 田 勇 〔ig53）の Rai／iietina，其 他岩田 及び 田 村 （1933）， 杉本 正 篤
『
（1934）， 吉 田貞

it
’
　（1　9e ｛　）片 岡直方及 び 醒 鰍 U ！32）・樹 綻 （・935 ）等 の 研 突 が あ る 。　f… i・ti・ な調査 、汕 日 左仲 に よ

つ て 広 く行 なわれ ・Studies
　on 　the　Hehninth 　Fauna 　of 　Japan σゴ Part 　49 （1955 ）迄 1こ 記載 さ れ た 種 ｛よ

重 複する もの あ る ミ・113 種 iこ 及 び 内新種 70，新属 6漸 科 工，Yrge・／ が あ る 。 新綱 NiPP 。 t。 ene 。 ｛よ P 。。 d。
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （z4 ）
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昭 和 29 卿 954｝9 月 　 　 　 人体寄 生虫を除 い た離 虫
』
　 　 　 　 　

a・　17

phylli ｛1… 　 C 。・1・ph ，llid・a と の ・躙 に 位 す 蕊 の で ，・ 属 2 嚇 らな 1，・’そ の 購 史 も明に さ れ た ・

（1」頃匚1　1939 ，　40，　5ユ｝e

線 蝶 動物融 嚇 蝋 漁 類に寄生 す る も鋤 御 慨 信・
Lt
，i−tt・信太郎 に よ ‘

ハ 蛙 に 寄 e す蕊 の 力森

穣 Wilk 。 に よ り 諸 朔 ・寄生 す る もの が吉碵 蜘 ・二よ り ・ 冢禽瞎 生 す る も の 彬 本 鵬 森 種

に よ り，晦 。 伽 厩 籔 駟 良匹，上山喜 明．門 蹉 瓦 鞭 正 鸛 1覧よ 噺 究 さ れ た ・．各龍 鰤 儒 生 す

る f。。。 i。 、1。 な調 査 が 山 晦 中に よ つ て 研 究 誅 島 此 の 他長 9 ｛
一葺9・内 晞 之臨 横臆 硝 簸 等

噺 究 が あ る 譜 娠 矧 i鯲 て 顎 ・ 虫患者 が 多 幌 られ る概 な r） ・　 fr七の 虫 が よ く罐 され ナ・・ イ タ チ 旗

遡 。 寄生 す る G ，。 ’1、卿 ，，、。 を吉碩 雄 （ユ93 ・）は α 脚 ・ゴ・− Owen 詞 定 し勧 ミ・蛸 〔19 ユ1｝｛裏

之 に （h ，，卿 。，，1α “・ の 名を与 え 島 伽 伽 一 の 仔
・
虫 縄 融 外 に ・諏 の 鱗 ・1・可弊 ・囀 鬮 こ

融 して い る 事 が 宮崎
一

郎誨 谷敬 之 澗 韻 騨 黜 の 人 娠 よ つ て 呶 二 され た ・ 幽 左 削 1935〜43 ） ｛二

よ つ て 記鍵 オ
．
、た邦磯 蛉 252 種 を 数 へ 蘭 種 ・・3漸 鍾 2瀬 属 i5・新科 1 で あ る ：t

　類線虫類 　は 福 井玉 差，誼二上巖 ，山 口 左 仲等 ll．よ つ て 研 究 きれ 島

鉤融 類 購 ・経 信 （・9・・）， 観 王 刔 ・92・・），鰰 ヨ ｛夫 及 び 辮 哲短 193 い 7
・
3s）・卿 凵・研 吉

（、9、8濁 ，3・，・・，3呂）淞 本 （19Z・），山 賍 仲 （・935・　 59．｝・
　VLi・ 及 び 觚 〔1黝 ・・ an

　
Cleave （’92’・

鋤 等 に よ つ
・−CM 究 され た 。 蛔 氏 甑 く鼈 ・ て 讖 琉 邦齷 ・ま ・9 種訥 鞭 3’・新属 4噺 覊

噺 科 、 で あ ろ淌 聡 系等 の 購 学 的磯 源 耐 ・騎 1諭 つ て 溌 駛 磁 本 ｛19筑 釦 及 び宮

田 （1942）に よ つ て 研究 され た ・

鼎 性融 毀蛸 融 か 粧 じた ・ 云 説 脇 b 劇 ・ 課 虫 ・・1融 は 購 犠 航 議 融 ・誰 粕

在蝋 鵤 航 あ る が ，礁 融 性の も 孵 鵜 類硯 ら 挺 ・ 抹 1・躑 徽 虫 に よ く似 て い る ・ 郷 夕F

灘 （，9．、5．） に よ つ て ・ リ ・ ア シ カ・ら覬 隷 た D ・・mate （− E ゴ・‘・・鵡 祕 磁 ’（K 醜 ak ’）混 嚇 正

（、，32）　 ：b・ナ マ 。 か ら讖 Lk ・ ：avvetra ← Xenoms ’・a ｝ al 伽 1 （・・a・・）・A ・z幽 4’一 副 ’罐 ・麟

鉦 及 鋼 本數 （・942）が イ h ・・」ナ マ ・ か b記 載 琉 ぴ 脚 9蔽 属 の 2 種が あ る ・

寄生性難 嫐 原 生動物 ・ 於 燉 溷 ノG ：　 X つ て 覈 顳 究 醜 諌 た の をよ極 顛 豊 る ・ 池 卜喘 冶

〔，912） ，．・ D 。b 。1】 の 許 で 鯱 し た 放細 好 虫類 1嘱 す る 了・・’・ … ’細 ・・脚 ・ 囃 一 ぜ廨 昌 よ D °flein

の 教隅 こ も 引用 諌 有 ec あ る e、　 r．li：i六 三 郎詠 劃 ・ ・ イ 大学 陪 つ 鳶 占灘 独 類 ・攤 独 類 囃

威 と認 め 6fr、．MI 。 。、p。 ・idi・ ，　 Micr ・・p… d ・・ に 関 す る 多   研究 ・脇 洞 ・k学 醗 出撚 矛L 眦 等 の 類

の Bi。 1。 ，i。 。 1　M 。。。 、， aph 〈・9・9，2・｝ 1鮪 名篭 る 。 粘液 1包独 類叙 藤 ・懸 信 （エ912−3°）に よ つ て 早

くか ら研究調査 舗 た購 縦 噸 忌鰯 竰 美 1・9・5）沖 飛 劇 正926）・ 芝昇 （1934｝・瞳 ｛1938）・ 昆

囃 蔽 び騎 欺 （・941｝僻 悧 一 （・9・9・・，・52，53）石崎英夫 （／黝 等 眞 つ て 研 究 X・i’ よ 慚 究 諌 た

部 門磯 る 讖 断 蝋 串 工 灘 1臨 保訓 19・・）嚥 究 脇 る ・ 細 騨 鴛 石測 191η ・ 工 藤 六 三

tili・
；（麗 ，、・

， 町 矯 1髄 ，蔦 〔鋤 期 に よ
・・ て 研究 され た ・ 簇 Ut・M …／・t」・瓢 不瀬 美 鞴

搬 蒔 1。 よ つ て 研究 燃 め られ 灘 塚宗之 剛 ・9・・｝ 儲 ム 鴻 融 を瀬 雛 入 （193町 ｛梶 蛉 簇蚯

研究 し F 伽 伽 鵬 蝋 圏 を 明 ミ誌 た ，　 “G］ヤ ス デ ｝・寄 生す る
1
言ゆ を （1951・52｝− bl出 兵 彫 多 攤 瑠

生 す る もの （・944 ｝融 に 寄 生 す る も の （・95・，52・53｝を ・小雕 一一
郎 （1953）鯤 聾 寄生 す る も の を

研究 した ． 融 飆 ．・ 於 C ；馳 田 岩治 （19・・）の 傭 〜〜i・i　 1）inucteata の 鞠 姓 活幽 獄 ゐも り・Eimeria

喉 レ q 評 炬 凱 肉 ド得 三 濯 雕 蠶 季
一：山 編 ・細 畴 業 重 ・脳 久 吉 （1934 ）の 磯 糖 る ・

Ad 。1。 ；d 。 a 類 鯲 て は ，」湶 丹 ，岡 1嚆 敵 び 小林 峯 ・畝 郎 ，寓入慶 之肱   麟 美 止 垣 淳欝 鑷 究 が

あ る ． 髄 胞 独 類 に 於 て （よ儼 普助 ， 峯畝 自〜演 島幹之助 ・小川政修 上 雕 道 の MgE が あ る ・ 白蝋 二

寄生す る超鞭毛虫類 は小泉 丹 （1921）．いL崎 （193【｝，32〕に よつ て 研 究 された ウ　
7”i　tpanoso 〃la 類 ・ま鳥 類 に

es生 す る も の が 弱 敏 修，峯直 家 鹹 二 ま少 ら M．　L”S・寄 生 す ・醜 の が 小泉丹 ・
・棚 灘 ｛こ よ つ   イ モ リに 寄

生す る も の が 小川政修 に よ つ て ，マ ウ ス の 7
’
・9・副 ・ピ轍 嘱 弦 学的叢 が猪本 正 三 等 に よ つ て 晒 …諌 た ・

鳥 マ ラ リ ヤ が 納六 鰍 木村 マ リ．矧
：

利承 等 ｛こ よ つ て 翫 究 さ れ 島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2の
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　寄 生 性繊毛虫に 於 て は池田岩治 と 尾 ：暁佳 正 （19．　18）に ょつ て Boz’eria 　labiaiisの 接合及 び incys 給 tlon が ，

宮 下義信 に よ つ て Lada 　tanishi の 接合，尺y畝 〕∫ヵ〜ra 　caridinae の 生 活圈が 研究 された 。 ウ ニ ｛こ寄 生す る

繊 毛 虫 が 柳 生 亮 三 （1933 ・
36），上村 （1934）に よつ て 研究 され ，柳 生 （1934）に よつ て E 脚 液 ψ読 τ〃 η の

接合が 研 究 され た ・ 阿 9；ea （1927〕は B ・ lantidirtmの 溝造 及 my ・ neme を研究る て B ・ iantldittm の 新分

類 を提案 した っ 尾崎佳 正 ，金 チ粲 （1943）は 蛙 及び イ モ リに 審 生 す る Balantldium及 び A ’

S・ctothorus を記載

した 。 蛙 に 審生 す る OPaJina の 類 は 福 井正 夫及原保家 （1936）．原保家 （1930）に ょつ て CePedea が 、原保次

（1934 〕，觀 生 亮 三 （1939〕 に よ つ て ProtOOPalina が 研 究 され た り
Anodonta に 寄 生 す る Conchophthinis

は 上村 （1934 ），柳 牛 （1939 ） に よ り ， 牛 に 寄生す る Ciliatesは 福 井利 入 （1940 ）に よ り研 究 され た 。 有 明

（1929｝に ょ り 7’ric ，iiodin ‘r が ，鈴木庄一郎 （195（｝）に ょ り Urceolarid　ciliates が ，片島亮 に ょ り Astomata

（1950 ， 51）Pt｝’chob
’to　rn　ttnt （195ユ，52）が 記載 され た。伺ほ 由岸芳堆 ｛1950，52〕 の Entamoeba 　tnttris 　lこ

就 て の ，伊藤猛 夫 （195 の の Hydt ’
oarnoeba 　lzydroa’ena の 研究が あ る 。 〔尾崎佳正 ）。

　人 体寄生 虫 及び 衞 生 昆 虫　各穣 期 舜に記 した 。 細こ あ げた の は 研究者及 そ の 研究内 容 の 極 一
部 に

過 ぎず重 要 なも の の 逸 脱 の 多い 事 を恐れ る 。 夊 研究者 の 貮 に 記 した年 号 は そ の 最初 の 発 表，よ く糎 め られ た

も の 夊は 単行本 と し て発表 さ れ た もの 等 適宜に選 んだ の で ，当然 そ の 著述 の
一

部分 に す ぎぬ 。

　 　 原 　 虫

　 赤 痢 ア メ ー バ

　 ア メ ーバ 赤痢 の 流行 ： 日本に ア メ ーバ 赤痢 の 患者 は 時 々 見 ら れ た が ， そ の 正 しき寄 生 虫学的 研 究 は 小泉丹

（tg・　IG−12｝に よ つ て 始め られ た ・ そ して 国内 1：tt状な き病原携 帯者 の 有無 ミこ就 て は ， 陰性 と報告 さ れ た 事
（栃 原勇 1926 ）も あ つ た が ，田 辺黒 地 6 名 （ig32 ）は 必 ず し も然 らす 若干％ の 感粲率 の あ る 事 を証明 し，そ

の 後 可 成 りの 感 染率 の あ る事が 夊各地 で 明 に され た。 殊に 終戦後 は感染率 力篇 くな り約 10 ％ 内外 に 認 め ら

れ る ら しい o

　形態 ・ 培 養等 形態 の 研 究は 古 voi よ固定 染色法 の関係 か ら 信 をお き難 も Debell の 研艶以後 の もの 1：

挨たね ばな らぬ 。之 に 関 し て 千葉 英 一に 朝鮮 に 於け る 赤 痢 ア メ ーバ 及そ の 他 の 入体寄 生 腸原虫に つ き詳 しく

調査 し た ．（1929 ，。 ヌ．田辺操 ，
二r葉 英一 （1928）は簡易確 実 な一新培 …ge法 を作 つ た 。 同時に 当時 aseStcい た

稗田憲太郎 も彼地 の ア メ 尸パ 赤 痢 を M 究 し幾 多 の 報告 を し て い る （1932 −33）e

　病 原性及び治療 ： こ の 研究 は大東亜戦争 中 か ら多 くの 機会が 凄’」 り，研究 され て い る が ，殊 に 松林 久 吉 の 研

究 （1946）は注 目す べ ぎも の の
一

で あ る
。

　 マ 　ラ　 リ ア 原 虫

我動 こ 此 病 の あ る事は 古 くよ り 入 々 に よ く知 らltt，知名 の 人 （殊に 京都 在隹者）が よ くか か つ て い た事が

古文書に 多 く書 か れ て い る 。 鵬 1こ な つ て か ら医師 が 流行地に 至 つ て特に 調査 して い る の 轍 々 あ る．嚼 ，

石 黒忠悳 1跚 年綱 県 小 笠 郡 ）・ 然 し之 が 徹底 した 研 究は R ・ ss ，　G ・ as ・i の
・・マ ダ ラ カ 媒 介 の 実証 以 後 で ，

我国 で は先 づ 宮 島幹之助 ｛19U2｝に よつ て 京都府 淀 で 実験 され ， 其 他都築甚 之 勘 （1902）等 の 実験 が あ る。

之等 は 三 日熱原虫 PlaSinodittm　z ・iz・ax に よ る も の
‘
c ，日本 内地産 は 此 の 種 が 殆 ん ど全部 で あ つ た。 然 る ｛c

絡戦鬮 丙数地 に 於 て 熱 帯熱 原虫 （R 飼 ・脚 ・襯 ）に よ る マ ラ リ ア の 流行 力；あ つ た （沢 mva
’− ftg，1948 ）。

然 し之 は 間 も な く消 失 した 。 此 原虫 の 我国 で の AnopJtetes　sinensis に よ る媒介は極 く特殊 の 場 合に限 られ

る ら しい 。 紛三 日 熱 の 流行 も現在は 漸家滅少 して い る 。 滋賀県彦根地方 は 以前大流行地 と して 知 られ て い た

が ，森 下薫指導 の 下 に 小林弘 そ の 他の 人 の 防 遏実施 は之を繦滅に 近 くし た （1952）。 台 湾は 元来大 流行地 で

あつ たが ，我が 領± と な つ た少 し後 外嗣 で 蚊媒介説 の 証明 が あ り，彼地 にあ つ た 専門家 は之を 追 試す る と共

に 防遏に努力 した う そ の 研究 は極め て多 く ，
1

， 2 を あ げれ ば 本下嘉七 郎 〔1901−02）木下 ，宮畠 （19 〔n ）穴

沢 顯治 （1931）等 が あ る o

　 　吸 　 虫

｛26 ）
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